
110-2大一日語會話_配音第1組

範圍：我們這一家139話（8:59-15:55，扣除中間9:13-9:26及13:52-14:05，靜計6:35）

組員

日一甲 05 柯怡瑄（410141054）：しみちゃん

日一甲 39 黃子芸（410141391）：お母さん、男の人、女の人

日一甲 47 范譯心（410141470）：みかん

日一甲 49 楊莊麗和（410141494）：ゆかりん、板前（いたまえ）さん

角色　しみちゃん、お母さん、男の人、女の人、みかん、ゆかりん、板前（いたまえ）さん

分工　柯怡瑄（台詞） 黃子芸（台詞） 范譯心（台詞） 楊裝麗和（剪輯、台詞）

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

場所：学校

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

47 范譯心（みかん）：ジャ一ン  ねえ　ねえ　リンゴ食（た）べる？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：ゴメン　あたしダメなの

47 范譯心（みかん）：あれ？ゆかりんリンゴ嫌（きら）いだっけ？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：そうじゃなくて..人（ひと）がむいたのが　ちょっとね…

47 范譯心（みかん） ：お母（かあ）さんが　むいたやつじゃないよ

　　　　　　　　　　　 あたしがむいたの

05 柯怡瑄（しみちゃん）：何（なに）それ？

47 范譯心（みかん） ：だって..

39黃子芸（お母さん）：夕食（ゆうしょく）ができるまでリンゴ食べてて

ゆず、みかん  ：いっただっきま一す

39黃子芸（お母さん）：あら　どうしたの？

　　　　　　　　　　　へんなの

　　　　　　　　　　　くさ一い

　　　　　　　　  ネギ！ネギ！ネギ！

05 柯怡瑄（しみちゃん）：何（なに）それ！みかんのお母（かあ）さんおかしすぎ

47 范譯心（みかん） ：でしょ？でしょ？

　　　　　　　　　　　だからそんなんじゃないから　大丈夫（だいじょうぶ）だよ

49 楊莊麗和（ゆかりん）：ゴメンね　そうじゃなくて　人（ひと）のむいたのがダメなの　人（ひと）の

握（にぎ）ったおにぎりとかも食（た）べられないの

05 柯怡瑄（しみちゃん）：おにぎり？わかる　わたしも　他人（たにん）の手（て）の味（あじ）がしそ

うなところがダメなんでしょ？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：そうそう

05 柯怡瑄（しみちゃん）：だよね～



47 范譯心（みかん）（心裡想）：「だよね」って

しみちゃんあたし　てんでわかってないんですけど

49 楊莊麗和（ゆかりん）：でも　お母（かあ）さんのおにぎりなら平気なんだよね

05 柯怡瑄（しみちゃん）：そう！あたしも！

47 范譯心（みかん）：全然（ぜんぜん）わかんない

05 柯怡瑄（しみちゃん）：みかんには　わかんないかも　ねっ

49 楊莊麗和（ゆかりん）：そんなことないと思（おも）うけど

47 范譯心（みかん） ：そういう人（ひと）多（おお）いの？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：どうだろう

05 柯怡瑄（しみちゃん）：多（おお）くはないんじゃない？

47 范譯心（みかん） ：そっかぁ

47 范譯心（みかん）：じゃあさ　じゃあ、お寿司（すし）とかもダメ？

05 柯怡瑄（しみちゃん）、 49 楊莊麗和（ゆかりん）：お寿司（すし）は好（きーーっ。

47 范譯心（みかん） ：そう…

49 楊莊麗和（ゆかりん） ：あれはどうしてかなぁ？

05 柯怡瑄（しみちゃん）：作（つく）る人（ひと）がプロだからじゃない？　

それに　ほら　作（つく）るの速（はや）いでしょ。

49 楊莊麗和（板前（いたまえ）さん ：お待（ま）ち。

49 楊莊麗和（ゆかりん） ：そうね。それは言（い）えてるかも。

05 柯怡瑄（しみちゃん：それに、おにぎりってさぁ　こうギュッギュッてやるじゃない？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：手（て）の味（あじ）が染（し）み込（こ）むって感（か   ん）じよね…

05 柯怡瑄（しみちゃん）：そうそう。

49 楊莊麗和（ゆかりん）：うちの母（かあ）さんはね　熱（あつ）いご飯（はん）を握（にぎ）る時（と

き）ラップにくるんでゴム手袋(てぶくろ)して握（にぎ）ってるわ。

49 楊莊麗和（ゆかりん）：ゴム手袋(てぶくろ)すると熱（あつ）くないんだって。でも　このやり方

（かた）だとお塩（しお）まんべんなくつけるのが、難（むずか）しいみたい。

05 柯怡瑄（しみちゃん）：そういう時（とき）はさ　お茶碗（ちゃわん）をふたつ合 （あ）わせて、シェ

イクするといいよ。これだと手（て）の味（あじ）もつかないし、お塩（しお）もまんべんなくつくの。だ

けど、きつく握（にぎ）ってないから、崩（くず）れやすいんだよね…

47 范譯心（みかん） ：ダメじゃん…

05 柯怡瑄（しみちゃん）：まぁ　パッと食（た）べたい時（とき）にはいいのよ。

今度（こんど）やってみて。

47 范譯心（みかん）：てゆーか　コンビニのおにぎりもダメなの？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：コンビニのおにぎりは平気（へいき）だよ。ねぇ？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：だって機械（きかい）で握（にぎ）るでしょ？

47 范譯心（みかん）：そっかぁ。

05 柯怡瑄（しみちゃん）：あたし　リンゴは平気（へいき）だから一個（いっこ）もらうね。



47 范譯心（みかん） ：しみちゃんはリンゴは平気（へいき）なの？

47 范譯心（みかん）（独白）：ゆかりんはリンゴもおにぎりもダメなのに、しみちゃんはおにぎりは

ダメでもリンゴは食（た）べられるの？

47 范譯心（みかん）：ちなみにさぁ！　バフェについてるリンゴは？　あのウサギみたいなの。

49 楊莊麗和（ゆかりん）：バフェのリンゴね...

個人（こじん）でやってるっぼいのはダメ...

05 柯怡瑄（しみちゃん）：　厨房(ちゅうぼう)で作(つく)ってる人(ひと)が見(み)えちゃったりするとダ

メってやつ～？

49 楊莊麗和（ゆかりん） ：　そうそう

47 范譯心（みかん）：　そこまで厳密(げんみつ)？

49 楊莊麗和（ゆかりん）：　そうだね

05 柯怡瑄（しみちゃん） ：　結構(けっこう)　厳密(げんみつ)だね

47 范譯心（みかん）：　すごい ···　あたしの知(し)らない世界(せかい)がここに ···

同(おな)じ机(つくえ)についてるけど   あたしとしみちゃんたちとの間(あいだ)には深(ふ

か)くて長(なが)～い溝(みぞ)がある  待(ま)って～

05 柯怡瑄（しみちゃん）  ：　みかん！　みかんってば

どうしたの？

47 范譯心（みかん）：　なっ　なんでもない

ちょっと　うらやましいかな

49 楊莊麗和（ゆかりん）  ：　なんで？

05 柯怡瑄（しみちゃん：　そうだよ

47 范譯心（みかん） ：　だって ···　好(す)き嫌(きら)いのある人(ひと)の方(ほう)が繊細(せんさ

い)っぽいもん

39黃子芸（男の人）   ：　君(きみ)に渡(わた)したいものがあるんだ

39黃子芸（女の人）：　納豆(なっとう)は ···

私(わたし)　苦手(にがて)なの ···

47 范譯心（みかん）：　そういう心(こころ)のひだって　欲(ほ)しいじゃ~ん

05 柯怡瑄（しみちゃん）  ：　心(こころ)のひだぁ？

49 楊莊麗和（ゆかりん）  ：　みかん ··· 大丈夫(だいじょうぶ)！　みかんだって絶対(ぜったい)食

(た)べられないものあるでしょ？  要(よう)するに　その感覚(かんかく)よ

47 范譯心（みかん）：　絶対(ぜったい)食(た)べられないものねぇ ···

49 楊莊麗和（ゆかりん） ：　なんかない？

05 柯怡瑄（しみちゃん）   ：　ないんじゃないの？

47 范譯心（みかん） ：　マジでないよ　どうしよう ···

49 楊莊麗和（ゆかりん） ：　あるよね？

47 范譯心（みかん） ：　柱(はしら)とか机(つくえ)？

05 柯怡瑄（しみちゃん）とゆかりん：　おいっ



47 范譯心（みかん） ：　ミミズは多分(たぶん)ダメ

カエルもきっと ···

49 楊莊麗和（ゆかりん）：　すごい　好(す)き嫌(きら)いの境界線(きょうかいせん)がそこまで遠(と

お)いんだ ···

47 范譯心（みかん） ：　だってえ　ホントにないんだもん

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

場所：うち

ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー

47 范譯心（みかん）：　ねえ　お母(かあ)さ～ん

お母(かあ)さんてさぁ　人(ひと)が握(にぎ)ったおにぎり食(た)べられない？

機械(きかい)じゃなくって人(ひと)が握(にぎ)ったおにぎり

39黃子芸（お母さん）：　バカバカしい

47 范譯心（みかん） ：　じゃさあ　好(す)き嫌(きら)いは？

39黃子芸（お母さん） ：あるわけないじゃないの

47 范譯心（みかん） ：やっぱりね

39黃子芸（お母さん） ：すき嫌（きら）いなんて贅沢（ぜいたく）よ　贅沢（ぜいたく)

47 范譯心（みかん）：そうかなあ。好（す）き嫌（きら）いのある方（ほう）がちょっと繊細（せんさ

い）っぽくない？

39黃子芸（お母さん） ：繊細（せんさい）。好（す）き嫌（きら）い言（い）うような人はねえ　戦争（せ

んそう）になったら　食（た）べられる ものがなくなって　真（ま）っ先（さき）に体（からだ）が弱(よ

わ）っていくの

47 范譯心（みかん）：あ 　あの　お母(かあ)さん　包丁（ほうちょう）振（ふ）りまわして言（い）うこと

じゃないでしょう　それに戦争（せんそう）なんて大（おお）げさだよ　

39黃子芸（お母さん） ： 大（おお）げさじゃないわ　贅沢（ぜいたく)は敵（てき）だ　欲（ほ）しがりま

せん勝（か）つまではって言（い）うでしょ　わかった？　

47 范譯心（みかん）： 分（わ）りました。

39黃子芸（お母さん） ： ところでさぁ　みかん

47 范譯心（みかん） ：なっ　何（なに）

39黃子芸（お母さん） ： ちょっと味見（あじみ）てくれな～い？　何度（なんど）も味見（あじみ）して

たら　わからなくなっちゃって…

47 范譯心（みかん） ： いいよ　
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場所：廚房
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47 范譯心（みかん）： なにこれ

39黃子芸（お母さん） ： マーボー豆腐（とうふ）

47 范譯心（みかん） ： もどき



39黃子芸（お母さん） ：何（なに）

47 范譯心（みかん） ： なっ　何（なん）でもない　しょっぱー

39黃子芸（お母さん） ： やっぱりねえ　ちょっとしょっぱいかなあと　思（おも）ってたんだけど

何度（なんど）も味見（あじみ）してると　舌（した）が麻痺（まひ）しちゃうのよね

47 范譯心（みかん） ： そういう問題（もんだい）じゃないでしょ

39黃子芸（お母さん） ： 後（あと）で 水（みず）で薄（うす）めてみよ

47 范譯心（みかん） ：マッ　マーボー豆腐（とうふ）を水（みず）で薄（うす）める。

39黃子芸（お母さん） ：まあ　なんとかなるわよ

47 范譯心（みかん） ：ちょっとまったあ

39黃子芸（お母さん） ：なあに！？

47 范譯心（みかん）：マーボー豆腐（どうふ）のネギ切（き）ったあと包丁ほうちょう）洗（あら）っ

た？

39黃子芸（お母さん） ：いちいち細（こま）かいわね

47 范譯心（みかん）：だ　台（だい）ふきでっ

39黃子芸（お母さん） ：何（なに）　まったく

47 范譯心（みかん） ：あたしンちは手（て）で握（にぎ）ったおにきりとか　そういうレベルにないん

だぁ



110-2 大一日語會話_配音第 3組 

  

演員:410141119 王佑丞(田中吉竹、ナレーション)   

   410141133 魏宇琦(忠邦) 

   410141236 秦光耀(光雄) 

   410141432 李承諭(田畑秀則) 

   410141559 林君諺(元治、唐澤) 

  

角色：田畑秀則、忠邦、田中吉竹、元治、唐澤、光雄、ナレーション 

  

分工：林君諺(剪輯)、魏宇琦(聽打)、秦光耀(聽打)、李承諭(聽打)、王佑丞(校稿) 

—---------------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------- 

43 李承諭(田畑秀則):この間 定食屋で飯食ってたんだけど。 

13 魏宇琦(忠邦):うん？なんだ、急に。 

43 李承諭(田畑秀則):どこの学校だか知らないけど、すんげーかわいい子見かけたんだよ

ね。 

魚系の定食喰ってたのかな。俺のほうはうどんだった。 

しばらくして、彼女は席を立ったんだが 

綺麗に平らげられたそのお椀には  

なぜか箸が三本あったんだよな。 

13 魏宇琦(忠邦):怖い話をするな。 

11 王佑丞(田中吉竹):頼む、止めてくれ。 

43 李承諭(田畑秀則):怖いか、この話。 

11 王佑丞(田中吉竹):俺が体験した怖い話はね。 



43 李承諭(田畑秀則):いや、怖い話大会じゃなくてさ。 

11 王佑丞(田中吉竹):ご存知の通り、俺は乳首に毛が生（は）えているのが悩みだ。 

43 李承諭(田畑秀則):初めて聞いたよ。 

11 王佑丞(田中吉竹):毛抜きで一本一本抜いてもらちがあかん。 

そんな時、親父が風呂場で忘れた髭剃りを見つけた。 

そうだ、こいつで一気に剃っちまえばいいんじゃねえかと考えた俺は 

............................こうなった。 

43 李承諭(田畑秀則):うわああああ。 

13 魏宇琦(忠邦):あい..痛い…痛い痛い… 

43 李承諭(田畑秀則):てめえ、それは怖い話じゃなくて、痛い話だろうか。 

11 王佑丞(田中吉竹):乳首って再生すっかな。 

43 李承諭(田畑秀則):いいから医者行けよ。 

13 魏宇琦(忠邦):俺が体験した怖い話はだな。 

43 李承諭(田畑秀則):もういいって。 

13 魏宇琦(忠邦):この間数人で九鬼彦（クギヒコ）の家に泊まりにいったんだ。 

それで、調子こいて、しこたま飲んちまったんだよ。 

あいや、酒じゃないけど。 

そしたら案の定、九鬼彦（クギヒコ）が蒼い顔をしちゃって、 

それで風呂場まで連れてって介抱（かいほう）したんだけど、 

九鬼彦（クギヒコ）の吐瀉物の中に、 

それがさあ、なんとムカデだったんだよ。 

あれ人間恐れないから、寝てるときとかに入っちゃうんだろうな。 

はい、じゃあ、まだ秀則の番ね。 

43 李承諭(田畑秀則)：ちょっと待って。 



     こっ、この話はここまでにしとこうか。 

11 王佑丞(田中吉竹)：ちょっと、トイレ行って来るわ。   

43 李承諭(田畑秀則)：マジで。    

11 王佑丞(田中吉竹)：マジで。  

43 李承諭(田畑秀則)：マジで。 

11 王佑丞(田中吉竹)：マジで。 

43 李承諭(田畑秀則)：タダクニの妹ぉぉぉぉ ! 

11 王佑丞(田中吉竹)：話聞いてたねー。 

43 李承諭(田畑秀則)：よし俺たちも行くぞぉぉぉ...。 

13 魏宇琦(忠邦)：いまさら、作り話とは言いづらいな。 

—-----------------------------------------------------------------------------

------------------------------------- 

55 林君諺(元治)：さすが唐澤。いい旅館探してくれたな。 

11 王佑丞(田中吉竹)：なんか湯気すごい。 

13 魏宇琦(忠邦)：多いよ。湯気。 

55 林君諺(元治)：湯気すごい、湯気、おい。 

13 魏宇琦(忠邦)：湯気が。 

55 林君諺(元治)：湯気。 

  

55 林君諺(唐澤)：お前ら海で何やってた。 

  

55 林君諺(元治)：秀則がまたわけわからんこと言い出したよ。何んて言ったと思う。 

   

55 林君諺(唐澤)：面食い？ 



43 李承諭(田畑秀則)：何で分かるんだよ。もういいだろそれは。 

     おい。卓球台があるじゃん。 

11 王佑丞(田中吉竹)：いいね。あれやるか。あれ。 

55 林君諺(唐澤)：古今東西？ 

55 林君諺(元治)：お題に答えて球を打つあれか。 

43 李承諭(田畑秀則)：やるんなら罰ゲームを決めようぜ。 

55 林君諺(唐澤)：じゃ、うちの生徒会長を一発殴る。 

皆：オーケー。 

43 李承諭(田畑秀則)：準備いいか。 

55 林君諺(唐澤)：三回ミスしたら罰ゲームな。 

55 林君諺(元治)：第一回戦。お題は。天王星（てんのうせい）の衛星（えいせい）の

名前。 

13 魏宇琦(忠邦)：えっ。 

55 林君諺(元治)：初めっ。 

43 李承諭(田畑秀則)：アリエル。 

55 林君諺(唐澤)：ウンブリエル。 

11 王佑丞(田中吉竹)：チタニア。 

13 魏宇琦(忠邦)：えええ。へ、ちょっ、ちょっ、ちょっと待って。問題難しくない。 

55 林君諺(元治)：第二回戦。お題は。世界の黒人大統領の名前。 

43 李承諭(田畑秀則)：ケニア共和国。ムワイキバキ。 

55 林君諺(唐澤)：セネガル共和国。アブドゥライ・ウッド。 

11 王佑丞(田中吉竹)：オバマ。 

13 魏宇琦(忠邦)：言われた。お前ら打ち合わせしてんだろ。 

55 林君諺(元治)：いや、全然。 



13 魏宇琦(忠邦)：もういい。俺に決めさせろ。 

43 李承諭(田畑秀則)：いいよ。どうぞ。 

13 魏宇琦(忠邦)：俺の得意分野（とくいぶんや）で攻める。国旗に月のマークが入っ

ている国の名前。マレーシア。 

43 李承諭(田畑秀則)：チュニジア。 

55 林君諺(唐澤)：アルジェリア。 

11 王佑丞(田中吉竹)：パキスタン。 

13 魏宇琦(忠邦)：マレーシアしか知らねぇし俺。何物(なにもん)なんだよこいつら。

もういいよ。お前らの勝ちで。 

—-------------------------------------------------------------------------- 

23 秦光耀(光雄)：悪いな ヒデノリ 必殺シュートの練習代にさせちまって。 

43 李承諭(田畑秀則)：気にすんな。 運動得意じゃねえから あんまり力になれないかも

しれんけど。 

 23 秦光耀(光雄)：いや 本当に助かるよ。これさえ完成すれば、レギュラーは確実なん

だ。いや本当、うん、すごい助かるぅ。 

 43 李承諭(田畑秀則)：何ー？ 

 23 秦光耀(光雄)：どうだ、これこそ俺が二年の歳月をかけて完成させた直立不動シュート

だ。反応できまい。 

 23 秦光耀(光雄)：何(あ゛う゛)。 

 43 李承諭(田畑秀則)：いや、いいシュートだ。でも威力弱いかもな。 

 23 秦光耀(光雄)：そ、そう、そうなんだよな、ハハ...。素人だと舐めていたか。次は本

気で行くわ。本気だかんな。 

23 秦光耀(光雄)：これが俺の奥義だ。 

 23 秦光耀(光雄)：どうだ、これじゃ あまりにあれなんで封印していた技。事前にアクリ

ル製の杭を地面に刺しておき、それにバウンドさせる反射シュートだ。反応出来まい。 

43 李承諭(田畑秀則)：すげーな。今のどうなってんの。 ちょ、ミツオ君。 

         ミツオ君、落ち着いて。 



 11 王佑丞(ナレーション)：この悔しさをバネに 彼は見事レギュラー入りを果たした。

ラグビー部に。 



110-2 大一日語會話_配音第 3組 

  

演員:410141119 王佑丞(田中吉竹、ナレーション)   

   410141133 魏宇琦(忠邦) 

   410141236 秦光耀(光雄) 

   410141432 李承諭(田畑秀則) 

   410141559 林君諺(元治、唐澤) 

  

角色：田畑秀則、忠邦、田中吉竹、元治、唐澤、光雄、ナレーション 

  

分工：林君諺(剪輯)、魏宇琦(聽打)、秦光耀(聽打)、李承諭(聽打)、王佑丞(校稿) 

—---------------------------------------------------------------------------------

--------------------------------------- 

43 李承諭(田畑秀則):この間 定食屋で飯食ってたんだけど。 

13 魏宇琦(忠邦):うん？なんだ、急に。 

43 李承諭(田畑秀則):どこの学校だか知らないけど、すんげーかわいい子見かけたんだよ

ね。 

魚系の定食喰ってたのかな。俺のほうはうどんだった。 

しばらくして、彼女は席を立ったんだが 

綺麗に平らげられたそのお椀には  

なぜか箸が三本あったんだよな。 

13 魏宇琦(忠邦):怖い話をするな。 

11 王佑丞(田中吉竹):頼む、止めてくれ。 

43 李承諭(田畑秀則):怖いか、この話。 

11 王佑丞(田中吉竹):俺が体験した怖い話はね。 



43 李承諭(田畑秀則):いや、怖い話大会じゃなくてさ。 

11 王佑丞(田中吉竹):ご存知の通り、俺は乳首に毛が生（は）えているのが悩みだ。 

43 李承諭(田畑秀則):初めて聞いたよ。 

11 王佑丞(田中吉竹):毛抜きで一本一本抜いてもらちがあかん。 

そんな時、親父が風呂場で忘れた髭剃りを見つけた。 

そうだ、こいつで一気に剃っちまえばいいんじゃねえかと考えた俺は 

............................こうなった。 

43 李承諭(田畑秀則):うわああああ。 

13 魏宇琦(忠邦):あい..痛い…痛い痛い… 

43 李承諭(田畑秀則):てめえ、それは怖い話じゃなくて、痛い話だろうか。 

11 王佑丞(田中吉竹):乳首って再生すっかな。 

43 李承諭(田畑秀則):いいから医者行けよ。 

13 魏宇琦(忠邦):俺が体験した怖い話はだな。 

43 李承諭(田畑秀則):もういいって。 

13 魏宇琦(忠邦):この間数人で九鬼彦（クギヒコ）の家に泊まりにいったんだ。 

それで、調子こいて、しこたま飲んちまったんだよ。 

あいや、酒じゃないけど。 

そしたら案の定、九鬼彦（クギヒコ）が蒼い顔をしちゃって、 

それで風呂場まで連れてって介抱（かいほう）したんだけど、 

九鬼彦（クギヒコ）の吐瀉物の中に、 

それがさあ、なんとムカデだったんだよ。 

あれ人間恐れないから、寝てるときとかに入っちゃうんだろうな。 

はい、じゃあ、まだ秀則の番ね。 

43 李承諭(田畑秀則)：ちょっと待って。 



     こっ、この話はここまでにしとこうか。 

11 王佑丞(田中吉竹)：ちょっと、トイレ行って来るわ。   

43 李承諭(田畑秀則)：マジで。    

11 王佑丞(田中吉竹)：マジで。  

43 李承諭(田畑秀則)：マジで。 

11 王佑丞(田中吉竹)：マジで。 

43 李承諭(田畑秀則)：タダクニの妹ぉぉぉぉ ! 

11 王佑丞(田中吉竹)：話聞いてたねー。 

43 李承諭(田畑秀則)：よし俺たちも行くぞぉぉぉ...。 

13 魏宇琦(忠邦)：いまさら、作り話とは言いづらいな。 

—-----------------------------------------------------------------------------

------------------------------------- 

55 林君諺(元治)：さすが唐澤。いい旅館探してくれたな。 

11 王佑丞(田中吉竹)：なんか湯気すごい。 

13 魏宇琦(忠邦)：多いよ。湯気。 

55 林君諺(元治)：湯気すごい、湯気、おい。 

13 魏宇琦(忠邦)：湯気が。 

55 林君諺(元治)：湯気。 

  

55 林君諺(唐澤)：お前ら海で何やってた。 

  

55 林君諺(元治)：秀則がまたわけわからんこと言い出したよ。何んて言ったと思う。 

   

55 林君諺(唐澤)：面食い？ 



43 李承諭(田畑秀則)：何で分かるんだよ。もういいだろそれは。 

     おい。卓球台があるじゃん。 

11 王佑丞(田中吉竹)：いいね。あれやるか。あれ。 

55 林君諺(唐澤)：古今東西？ 

55 林君諺(元治)：お題に答えて球を打つあれか。 

43 李承諭(田畑秀則)：やるんなら罰ゲームを決めようぜ。 

55 林君諺(唐澤)：じゃ、うちの生徒会長を一発殴る。 

皆：オーケー。 

43 李承諭(田畑秀則)：準備いいか。 

55 林君諺(唐澤)：三回ミスしたら罰ゲームな。 

55 林君諺(元治)：第一回戦。お題は。天王星（てんのうせい）の衛星（えいせい）の

名前。 

13 魏宇琦(忠邦)：えっ。 

55 林君諺(元治)：初めっ。 

43 李承諭(田畑秀則)：アリエル。 

55 林君諺(唐澤)：ウンブリエル。 

11 王佑丞(田中吉竹)：チタニア。 

13 魏宇琦(忠邦)：えええ。へ、ちょっ、ちょっ、ちょっと待って。問題難しくない。 

55 林君諺(元治)：第二回戦。お題は。世界の黒人大統領の名前。 

43 李承諭(田畑秀則)：ケニア共和国。ムワイキバキ。 

55 林君諺(唐澤)：セネガル共和国。アブドゥライ・ウッド。 

11 王佑丞(田中吉竹)：オバマ。 

13 魏宇琦(忠邦)：言われた。お前ら打ち合わせしてんだろ。 

55 林君諺(元治)：いや、全然。 



13 魏宇琦(忠邦)：もういい。俺に決めさせろ。 

43 李承諭(田畑秀則)：いいよ。どうぞ。 

13 魏宇琦(忠邦)：俺の得意分野（とくいぶんや）で攻める。国旗に月のマークが入っ

ている国の名前。マレーシア。 

43 李承諭(田畑秀則)：チュニジア。 

55 林君諺(唐澤)：アルジェリア。 

11 王佑丞(田中吉竹)：パキスタン。 

13 魏宇琦(忠邦)：マレーシアしか知らねぇし俺。何物(なにもん)なんだよこいつら。

もういいよ。お前らの勝ちで。 

—-------------------------------------------------------------------------- 

23 秦光耀(光雄)：悪いな ヒデノリ 必殺シュートの練習代にさせちまって。 

43 李承諭(田畑秀則)：気にすんな。 運動得意じゃねえから あんまり力になれないかも

しれんけど。 

 23 秦光耀(光雄)：いや 本当に助かるよ。これさえ完成すれば、レギュラーは確実なん

だ。いや本当、うん、すごい助かるぅ。 

 43 李承諭(田畑秀則)：何ー？ 

 23 秦光耀(光雄)：どうだ、これこそ俺が二年の歳月をかけて完成させた直立不動シュート

だ。反応できまい。 

 23 秦光耀(光雄)：何(あ゛う゛)。 

 43 李承諭(田畑秀則)：いや、いいシュートだ。でも威力弱いかもな。 

 23 秦光耀(光雄)：そ、そう、そうなんだよな、ハハ...。素人だと舐めていたか。次は本

気で行くわ。本気だかんな。 

23 秦光耀(光雄)：これが俺の奥義だ。 

 23 秦光耀(光雄)：どうだ、これじゃ あまりにあれなんで封印していた技。事前にアクリ

ル製の杭を地面に刺しておき、それにバウンドさせる反射シュートだ。反応出来まい。 

43 李承諭(田畑秀則)：すげーな。今のどうなってんの。 ちょ、ミツオ君。 

         ミツオ君、落ち着いて。 



 11 王佑丞(ナレーション)：この悔しさをバネに 彼は見事レギュラー入りを果たした。

ラグビー部に。 



110-2大一日語會話_配音第4組 

 

日一甲 01號 黃寶釵 (410141016)：野原みさえ 

日一甲 35號 邱新瑀(410141353)：酢乙女あい、ボーちゃん、☆野原みさえ独白 

日一甲 37號 張瑄軒(410141377)：風間トオル、 佐藤マサオ 

日一甲 51號 吳心渟(410141511)：野原しんのすけ、野原ひろし 

日二乙 54號 徐惠如(509072544)：桜田ネネ、黒磯 

  

  

關東煮派對おでんパティー 

  

51號 吳心渟(野原しんのすけ)：おでんパーティだゾ 

                                 3、2、1 どうぞ 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：野原みさえ 29歳。 

       安く買っても結局無駄にしてしまう女。 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：まあ、まだ無駄になるとは決まってないし。 

                     ってか無駄に散らかしてる あんたに言われたくないわ。 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：お部屋がにぎやかだとパーティーみたいで楽し 

    くない？ 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：これから お友達呼んで盛大におでんパーティーって  

    いうのはどう? 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：おでんパーティー?  

    普通におでんでいいでしょ 「パーティー」ってつけるの無駄。 

  



110-2大一日語會話_配音第4組 

 

51號 吳心渟(野原しんのすけ)：仕方ない...賞味期限ギリギリのもん食べてくれ          

る人集めてくるか.. 

 皆さん：こんにちは。 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：えっ、みんな 何？その格好... 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：本日は パーティーに お招き、ありがとうございま

す。 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)： お母様ご無沙汰しておりました。 

             これほんのお口汚しに。 

 35號 邱新瑀(☆野原みさえ独白)：こ...これは一粒ウン千円のイチゴでは。 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：あっ、あっ、あっ、あの... 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：僕は折り紙 一生懸命折りました。 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：ママの手作りケーキです。 

 35號 邱新瑀(ボーちゃん)：めったに手に入らない貴重な石。 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：たかがおでんに... 

ちゃんとおでんの「パーティー」って言ったの？ 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：オラ無駄が嫌いだから「おでん」は省いた。 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：省くのは「パーティー」のほうでしょうか！ 

さ…さあ。みんなとりあえず上がって、上がって～ 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：下がって、下がって～ 

 皆さん：おじゃまします。 

35號 邱新瑀(☆野原みさえ独白)：まあ そんな リアクションになるわいな... 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：ところで今日はなんのパーティーなんだ？ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：やけに控えめな感じというか... 

  



110-2大一日語會話_配音第4組 

 

51號 吳心渟(野原しんのすけ)：ようこそ、オデ〜ンパーティーへ。 

二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：オデ〜ン...? 

37號 張瑄軒(風間トオル)：...って、ただのおでんじゃないか！ 

言い方変えてもオシャレにならないぞ... 

  パーティーって言うから、ママに無理言ってオシャレして来たのに... 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：ネネだって、クリーニングから戻ってきたばっかり

のお洋服よ。 

 35號 邱新瑀(ボーちゃん)：一張羅...くるりんぱ～ 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：ところで、「オデ〜ン」ってなんですの？ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：おでんを知らないの!? 

  ったく、これだから世間知らずのお嬢様は！ 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：あい油田には詳しいのですが、オデンついてはか   

らっきし... お恥ずかしい限りですわ。 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：オラ、お金持ちに生まれなくてよかった。 

              ユデンよりオデンだよね！ 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：いや...いやいや... 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：あいちゃんはスーパーセレブだもん、こんな庶民的   

で地味でお金のかかってなさそうなもの食べないよね。 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：まあ、これがオデンというものなのですね。 

            初めて見ました、興味深いですわ。 

 35號 邱新瑀(☆野原みさえ独白)：ごめんね 庶民的で地味でお金かかってなさ   

そうで… 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：マサオ君、失礼だよ。 

  

37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：あっ、ごめんなさい。 



110-2大一日語會話_配音第4組 

 

1號 黃寶釵(野原みさえ)：と...とにかく召し上がって。 

皆さん：いただきます。 

35號 邱新瑀(酢乙女あい)：あら？ナイフとフォークは？ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：お箸があるでしょう、お箸が！ 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：いろいろあるね 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：何から食べよう？ 

 35號 邱新瑀(ボーちゃん)： 僕は大根から。 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：大根が好きなあなたは  

       ずばり、じっくりコトコト人間、時間をかけて成功するでしょう。 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：何？それ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：ネネのおでん性格診断よ。 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：へえ〜僕 はんぺんが一番好きなんだけど、どんな性  

格？ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：何色にでも染まる軟弱な人間ね。 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：もち巾着は？ 

二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：見た目と中身が違う二重人格、まるで信用できな  

い。 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：それ、ただの悪口じゃないか。 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：オラ、たまごちゃん〜 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：では、あいも。 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：あいちゃん、たまごは中まですっごく熱いから気を   

つけて。 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：たまごが好きなあなたは ツルツルでつかみどこ   

ろがなく... 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：だ...大丈夫？ 



110-2大一日語會話_配音第4組 

 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：謝りなよ｡ 

 37號 張瑄軒(風間トオル)：おまえだろう｡ 

 37號 張瑄軒(佐藤マサオ)：こ…こんなふうに熱いから､気をつけるんだよ｡ 

 二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：あいちゃんはあっちでしょう｡ 

 35號 邱新瑀(ボーちゃん)：すごい｡やせ我慢… 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：あら! 

二乙 54號 徐惠如(桜田ネネ)：庶民の味もなかなかでしょう! 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：お黄身ちゃんをお汁に溶かして食べるのがたま  

らんです～ 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：よかった｡ 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：お母様...こんなにもおいしいお料理があったなんて､            

あい 知りませんでした｡感激ですわん｡ 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：お…お口に合って何よりですわん｡ 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：黒磯! 

 皆さん:へえ! 

 35號 邱新瑀(酢乙女あい)：この感動を世間に伝えなくてはなりません｡ 

 二乙 54號 徐惠如(黒磯)：はっ! 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：えっ?世間に伝える…? 

 51號 吳心渟(野原しんのすけ)：ほんとのオデーンパーティーだ｡ 

 二乙 54號 徐惠如(黒磯)：申し訳ありませんが､具の追加を｡ 

 1號 黃寶釵(野原みさえ)：するかっ! 

 51號 吳心渟(野原ひろし)：な､な､な…なんだあ!? 

  



110-2 大一日語會話_配音第五組 

組員： 

 日一甲   3 號  裴氏燕兒  (410141030)  : 本庄 

日一甲   15 號  梁凱筑  (410141157)  : 児玉＆マサオ 

日一甲   16 號  彭祖芸  (410141418)  : 北本 

日一甲   29 號  賴映廷  (410141298)  : 野原しんのすけ 

 日一甲   31 號  劉冠葶  (410141315)  : 風間＆ボーちゃん 

 角色： 本庄、児玉、マサオ、北本、野原しんのすけ、風間、ボーちゃん 

 分工： 

  

 

  

29 賴映廷 (しんのすけ)：どうぞ どうぞ 

16  彭祖芸(北本) ＆ 3  裴氏燕兒(本庄)＆ 15  梁凱筑(児玉 )：どうも 

29 賴映廷 (しんのすけ)：こう見えて意外と肝っ玉の小さな風間君

と、、、 

31 劉冠葶 (風間)：どういう意味だよ！ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：見たとおりおにぎりのマサオくんと、、、 

15 梁凱筑 (マサオ)：え〜 

29 賴映廷 (しんのすけ)：特にコメントのないボーちゃんです。 

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：ああ、、、 

41 彭祖芸 (北本)：ホンちゃんとコダちゃん。 

03 裴氏燕兒 (本庄)：よろ〜 

15 梁凱筑 (児玉)：しく、、 



41 彭祖芸 (北本)：お茶いらないね〜ちびっ子たちは冷たいものかな？ 

03 裴氏燕兒 (本庄)：あっ！そうそう これこれ食べて！ 

41 彭祖芸 (北本)：あらやだ！いいのに、、、 

03 裴氏燕兒 (本庄)：食べて〜いつもお世話になってるから、、、 

41 彭祖芸 (北本)：いいんだってば、、、 

03 裴氏燕兒 (本庄)：食べてってばさ〜 

41 彭祖芸 (北本)：ほらもうねえ。 

北本＆本庄 : (やり取り...) 

15 梁凱筑 (マサオ)：結局はもらうんだよね 

31 劉冠葶 (風間)：そうそう 

41 彭祖芸 (北本)：そう？じゃあ 今回は、、、でももう持てってこない

でよ 

31 劉冠葶 (風間)：やっぱりもらった 

29 賴映廷 (しんのすけ)：途中のやり取りは必要でしょうか。 

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：古きよき日本の習慣 

03 裴氏燕兒 (本庄)：キミたちにはケーキを焼いてきたわよん 

15 梁凱筑 (児玉)：大しておいくいくないけど 

29 賴映廷 (しんのすけ)：おいしいくない物はオラちょっと 

31 劉冠葶 (風間)：謙遜だよ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：ケンソンってどんなソン？ 

31 劉冠葶 (風間)：黙ってろ 

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：古きよき日本の習慣 

03 裴氏燕兒 (本庄)：さあさあ 召し上がれ 

しんのすけ＆風間＆マサオ＆ボーちゃん(沒標示負責同學) :うわあ...! 



31 劉冠葶 (風間)：それじゃあ遠慮なく...いただきま〜す 

                 わあ これおいしいなあ。アールグレイティーが合う

と思うな 

41 彭祖芸 (北本)：麦茶でごめんなさいね 

31 劉冠葶 (風間)：ああ…いえ… 

15 梁凱筑 (マサオ)：この漬け物もおいしいです！ 

15 梁凱筑 (児玉)：はっ…！ 

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：おばあちゃんの味… 

03 裴氏燕兒 (本庄)：あら やだ ワタシたちまだおばあちゃんじゃ 

15 梁凱筑 (児玉)：どうしたの？そっくり… マサシさんにそっくり！ 

03 裴氏燕兒 (本庄)：似てないわよ 

15 梁凱筑 (児玉)：似てる似てる 

15 梁凱筑 (マサオ)：......ひぃ！ 

41 彭祖芸 (北本)：まあいいじゃないの。さあさあ 食べましょう 

15 梁凱筑 (マサオ)：......ひぃ！ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：マサシさんって誰 

41 彭祖芸 (北本)：んつ？ああ...しんちゃんたちは知らなくていいのよ 

03 裴氏燕兒 (本庄)：離婚したご主人 

41 彭祖芸 (北本)：ちょ…ちょっと 

03 裴氏燕兒 (本庄)：子どものうちから世の中を教えておいたほうがいい

のよ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：ほうほう 過去の男だって 

15 梁凱筑 (マサオ)：ボク関係ないよ... 

15 梁凱筑 (児玉)：その表情…まさにマサシさん 



15 梁凱筑 (マサオ)：......ひぃ！ 

41 彭祖芸 (北本)：もう..アンタはすぐ後ろ向きになるんだから 

03 裴氏燕兒 (本庄)：そうそうポジティブなのよね 

41 彭祖芸 (北本)：そのなんとかティブ 

31 劉冠葶 (風間)：その場合ネガティブだと思いますけど 

03 裴氏燕兒 (本庄)：風間くん 

31 劉冠葶 (風間)：はい 

03 裴氏燕兒 (本庄)：アナタみたいな子が意外と人生苦労するのよ 

31 劉冠葶 (風間)：ええつ！そんなあ… 

41 彭祖芸 (北本)：ま…まあ いいからさ せっかくだから何かして遊び

ましょうよ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：えつ おばさんたちと。 何か できる？ 

03 裴氏燕兒 (本庄)：何だってできるわよ 

15 梁凱筑 (児玉)：無理よ 今の若い子の遊びなんて 

41 彭祖芸 (北本)：若いったって幼稚園児よ 

          じゃあさ トランプならいいでしょ？ 

15 梁凱筑 (マサオ)：ボク トランプ大好き 

31 劉冠葶 (風間)：頭も使うし いい遊びだと思います  

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：誰もができる 

29 賴映廷 (しんのすけ)：オールドな遊び 

03 裴氏燕兒 (本庄)：しんちゃんって面白いわね 

           でもさ この人数じゃさすがに多いわよ。グループ

分けしない？ 



29 賴映廷 (しんのすけ)：相性いい感じの組みたい人と グループ分けす

るゾ。          では質問コーナー、おばさんから どうぞ  

41 彭祖芸 (北本)：そうねえ...ストレートに トランプは 強いですか。 

29 賴映廷 (しんのすけ)：はい 風間くんから どうぞ 

31 劉冠葶 (風間)：まあ 普通の幼稚園児並みだと思います 

15 梁凱筑 (マサオ)：ボクは ママより強いです  

15 梁凱筑 (児玉)：優しいママね 

全員 : えっ 

41 彭祖芸 (北本)：では ボーちゃんは？  

31 劉冠葶 (ボーちゃん)：強かった弱かったり...人生いろいろ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：では 次の質問。風間くん どうぞ 

31 劉冠葶 (風間)：ゲームでピンチになった時の 作戦はありますか 

29 賴映廷 (しんのすけ)：おばさんから どうぞ 

41 彭祖芸 (北本)：そんなもん なるようにしかならないわよ 

03 裴氏燕兒 (本庄)：ワタシの辞書に「負け」という文字はないのよ 

15 梁凱筑 (児玉)：ワタツは いつも負けでばかりだから...人生と同

じ... 

29 賴映廷 (しんのすけ)：では選んでもらいましょう！ 

31 劉冠葶 (風間)：えつ！もう？ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：おおつ なんと 

41 彭祖芸 (北本)：あらまあ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：ほうほう！残念でした カップル成立ならず 

41 彭祖芸 (北本)：ごめんなさいね 

31 劉冠葶 (風間)：なぜか悔しくもない 



29 賴映廷 (しんのすけ)：で カップル こうなりました 

03 裴氏燕兒 (本庄)：ワタシと組めば 勝利間違いなしよ 

41 彭祖芸 (北本)：よろしくね 

15 梁凱筑 (マサオ)：ボクたちの意見は関係ないんだ 

29 賴映廷 (しんのすけ)：まあまあ 

15 梁凱筑 (マサオ)：これなら ジャンケンでよかったんだよ 

15 梁凱筑 (児玉)：怒り方も マサシさんそっくり... 

15 梁凱筑 (マサオ)：似てないよ〜...多分 

29 賴映廷 (しんのすけ)：ちなみに オラはななこおねいさんとカップル

成立だゾ 

 

  

 



110-2大一日語會話_配音第6組_配音腳本 

  

日一甲61鄭道禕（410141614):撫子 

日一甲57姚品瑄（410141573):惠那、旁白 

日一甲21吳沂芝（410141212):犬子、老師 

日一甲53范芸瑭（410141535）：千明 

日二甲5夏薇妮(409031058):凛 

—--------------------------------------------------------------------------------- 

61鄭道禕（撫子）：楽しかったよ ちくわ。また遊ぼうね。 

21吳沂芝（犬子）：もう聞こえとらんで。なでしこちゃん。 

61鄭道禕（撫子）：強がって寒いの苦手だったんねー。 

21吳沂芝（犬子）：うん。だからㄧ晚泊まるのはちょっとね。 

53范芸瑭（千明）：はぁつ。つめてー。 

二甲5夏薇妮（凛）：水飛ばすなよ。 

21吳沂芝（犬子）：なあお風呂の順番どうする？。 

61鄭道禕（撫子）：私は後（あと）でいいよ。 

二甲5夏薇妮（凛）：私も。先生は？。 

61鄭道禕（撫子）：酔い覚ましてからお風呂入るって飲みなから言ってた。 

57姚品瑄（惠那）：いつまでも入れねえー 

53范芸瑭（千明）：変わらんなぁ。 

57姚品瑄（惠那）：いっぱい遊んでいっぱい食べたねー。私冬キャンプなんて初めてだった

けどすごく楽しめたよ。2人とも誘ってくれてありがとう 

57姚品瑄（惠那、千明）：いいえ。いいえ。 

二甲5夏薇妮（凜）：あの、先生。 今日 私たち 付（つ）き添（そ）ってくれて よっか

たんですか。 



21吳沂芝（老師）：え？ 

二甲5夏薇妮（凜）：クリスマスだし。 彼氏さんは いいのかなと。 

61鄭道禕（撫子）：お、火（ひ）を起（お）こしの お兄さん。 

21吳沂芝（老師）：えと……。 私 誰とも お付き合いしてませんけど。 火（ひ）起    

 （お）こしの お兄さん？ 

61鄭道禕（撫子）：四尾連湖（しびれこ）で 一緒に キャンプしてた じゃないんです

か。 

21吳沂芝（老師）：あ、あれ 私の妹です。 

61鄭道禕、二甲5夏薇妮（撫子と 凜）：え？ 妹？ 

21吳沂芝（老師）：あんな感じ（かんじ）なので よく 間違（まちが）われるんですよ。 

二甲5夏薇妮（凜）：火（ひ）起（お）こしの お姉さんだったのか。 

53范芸瑭（千明）：ただいま。 良いお湯だったぞ。 

61鄭道禕（撫子）：あきちゃんは 女の子だよね、ね？ 

53范芸瑭（千明）：喧嘩（けんか）うってんのか おら。 

二甲5夏薇妮、61鄭道禕、21吳沂芝（凜、撫子と 先生）：はあー。 

61鄭道禕（撫子）：気持ち いいね。 

21吳沂芝（老師）：あったまりますね。 

二甲5夏薇妮（凜）：たまらん。 

21吳沂芝（老師）：あのときは お裾分（すそわ）け ありがとう ございました。 すご

く おいしかったですよ。 

61鄭道禕（撫子）：いええ、いええ。 ジャンバラヤも おいしかったです。 

二甲5夏薇妮（凜）：先生、妹さんとよくキャンプ 行かれるんですか。 

21吳沂芝（老師）：ええ、もともと父がアウトドア好きで子供の頃毎週のように家族でキャ

ンプしてたんですが、妹はそのおかげでキャンプが趣味になったようで、たまに一緒に出か

けるんですよ。 

61鄭道禕（撫子）： 姉妹キャンプですか。四尾連湖よかったですよね。 



21吳沂芝（老師）：そうですね。 

二甲5夏薇妮（凜）：四尾連湖キャンプか…。雰囲気よくて、焼き肉も美味（うま）かった

なぁ、けどあれは一体何だったんだろう。 

61鄭道禕（撫子）：どうしたの顔色悪いよ凜ちゃん。 

21吳沂芝（老師）：はぁ。 

61鄭道禕（撫子）：ただいま。おぉ、みんな 凜ちゃん みたい。 

21吳沂芝、53范芸瑭、57姚品瑄（犬子、千明、惠那）：お帰りいい。 

61鄭道禕（撫子）：いいな、いいな。 

21吳沂芝（犬子）：撫子ちゃんも「しまりん団子」やる。 

61鄭道禕（撫子）：やる。 

二甲5夏薇妮（凜）：何だそのネーミング。 

21吳沂芝（犬子）：志麻凛団子。（しまりんだんご） 

（合唱）：お団子お団子〜美味しい団子〜もう一つ、もう一つ、頂戴な〜（もうひとつ、ち

ょうだいな） 

二甲5夏薇妮（凛）：見つかっちった。 

57姚品瑄（ナレーション）：山梨銘菓（やまなしめいか）しまりんだんご。 

21吳沂芝（犬子）：うふふん、うふふふふん。 

57姚品瑄（恵那）：おっと、できた！ 

61鄭道禕（撫子）：ふん！ふふん。 

どう？どう？ 

そうだ！またみんなで撮ろう？ 

およよぅ。 

21吳沂芝（犬子）：お風呂もあって、ええ景色で、ほんま最高（さいこう）の場所（ばし

ょ）やな。 



61鄭道禕（撫子）：だよね〜 

53范芸瑭（千明）：お前ら、志麻凛さんにちゃんとお礼言っとけよう。 

二甲5夏薇妮（凛）：あ、いやいやいや。 

53范芸瑭（千明）：さん、はい。 

61鄭道禕、21吳沂芝、57姚品瑄、53范芸瑭（撫子、犬子、恵那、千明）：ありがとうーござ

いましたー－－。 

二甲5夏薇妮（凛）：小学生みたいなお礼やめろ。 

61鄭道禕（撫子）：ねえ、今から何しよっか。 

57姚品瑄（惠那）：寝るにはちょっと早いよねー。 

53范芸瑭（千明）：ちょうど ええ物（もん）ありまっせー。 

知ってるか？最近は野外（やがい）フィルムフェスってのがあってな。 

夜空（よぞら）の下のスクリーンにオールナイトでいろんな映画を上映してんだよ。 

（其他人）：ええー 

53范芸瑭（千明）：そんな雰囲気（ふんいき）をみんなで楽しもうと思ってな。 

昨日こいつを契約（けいやく）してきた。 

月額（げきがく）1280円で 

動画一万タイトル、見放題（みほうだい）だ。 

これで眠くなるまで動画（どうが）鑑賞（かんしょう）しようぜ。 

57姚品瑄（惠那）：いいね。 

61鄭道禕（撫子）：あきちゃんナイス。 

53范芸瑭（千明）：何見る？ 

61鄭道禕（撫子）：アニメ。 

57姚品瑄（惠那）：お笑い。 

二甲5夏薇妮（凜）：洋画（ようが）。 

21吳沂芝（犬子）：ホラーがええな。 



61鄭道禕（撫子）：ええー 

21吳沂芝（犬子）：嘘（うそ）やで。 

61鄭道禕（撫子）：うーん、葵（あおい）ちゃん！ 

53范芸瑭（千明）：私そろそろ寝るわ。 

61鄭道禕（撫子）：そうだね。 

21吳沂芝（犬子）：私も。 

57姚品瑄（惠那）：私もう一本見てく。 

二甲5夏薇妮（凜）：私も。 

  

 

 



110-2大一日語會話_配音第七組 

  

範圍：突然降臨的埃及神 第10話（0:24-5:50 總計5:26） 

 組員： 

日一甲 25 黨珮禎（410141250）：メジェト、サ・タ、オッター 

日一甲 45 陳雨暄（410141456）：アヌビス、セト 

日一甲 49 魏語萱（410141597）：アペプ、ウェネト 

日一甲 19 生嘉誠（410141195）：トト、ホルス、旁白 

日三甲 61 史修齊（508071610）：ラー 

角色：ラー、アヌビス、セト、アペプ、メジェト、ウェネト、サ・タ、オッター、トト、ホ

ルス、旁白 

 分工：生嘉誠(校對)、黨珮禎(聽打)、陳雨暄(聽打)、魏語萱(聽打)、史修齊(聽打)。 

 ————————————————————— 

 19 生嘉誠（旁白）：とうとつですが、エジプト神(しん)たちは大宴会(だいえんかい) の

準備(じゅんび)で大忙しいです。 

 61 史修齊（ラー）：今年(ことし)も。 今年(ことし)も間もなく(まもなく) 終わろうと

して… 

 19 生嘉誠（旁白）：ラ—もスピーチの練習(れんしゅう)に 余念(よねん)がないようです

ね。 

 45陳雨暄（アヌビス）:これ何が入ってるんだっけ。 

 19 生嘉誠（ホルス）：何でしょう。 

 45陳雨暄（アヌビス）:ぺしっ 

 61 史修齊（ラー）：皆さんの一年(いちねん)良い年(とし)で…す。 おお....。良い年

(とし)でー。 

 25黨珮禎（オッタ）ー:しゅた! 

 45陳雨暄（セト）:ちょちょ、ちょっと待、ちょ ちょ! 



 61 史修齊（ラー）:こんな面白いエピソードがありまして 

 49魏語萱（ウェネト）:あったかいね 

 49魏語萱（ウェネト）:いい天気だね 

49魏語萱（ウェネト）:こんなにぽかぽかしていると眠くなっちゃうよね 

 49魏語萱（ウェネト）:うん、すや すや すや  (ˇωˇ)<zzZ 

 25黨珮禎（サ・タ）:あ〜あ〜あ〜あ〜 

 25黨珮禎（サ・タ）:うん、喉の調子バッチリ! 

 25黨珮禎（サ・タ）:今日もいっぱいメロメロにしちゃうよ 

 61 史修齊（ラー）:あの時の私はこう思ったのです 

 45陳雨暄（アヌビス）:よし、これで準備完了だ 

25黨珮禎（メジェド）:うんうんうん 

 19 生嘉誠（トト）:今年最後のイベントですね 

楽しみましょう 

 45陳雨暄（アヌビス）/メジェド:うん 

 61 史修齊（ラー）：今年(ことし)も間もなく(まもなく) 終わろうとしいます 

    みんなさんの一年良い年であったかと思いますがどうだったでしょうか 

    人生(じんせい)とは明かりのない海を少しずつ渡って行くもので 

    わたくしはその少(すこ)しずつ進んでいくという気持(きも)ち 

    そういう気持ちを大切(たいせつ)に思(おも)っている私は船旅(ふなたび)が大好き

で 

    今年も随分(ずいぶん)と旅（たび）をしてきました 

    いやー楽しかった 

    そういうわけで一年の計は元旦にあるとか、ないとか申しましてそれはともかくと

して日頃の感謝というには誠に恐縮ですが。あぁー恐縮といえば 

  



49魏語萱（ウェネト）：乾杯！ 

 全員：乾杯！ 

 25黨珮禎（サ・タ）：みんなお疲れ様 

 49魏語萱（ウェネト）：お疲れ様 

 25黨珮禎（オッター）：お疲れ様でした 

 19 生嘉誠（トト）：頑張って 

 19 生嘉誠（トト）:では これの 

 45陳雨暄（アヌビス）:エジプト神ーー1発芸大会 

 19 生嘉誠（トト）:エントリーのナンバー１（いち） トト 行きまーす 

 全員：わ～ 

 45陳雨暄（アヌビス）:エントリーナンバー２（に） アヌビス 

 45陳雨暄（アヌビス）:超高速(ちょうこうそく) 

    ミイラ巻き(まき)行きまーす。ジャ ジャーン 

 19 生嘉誠（ホルス）:よーし、じゃあ次は僕が行くぞー 

    エントリーナンバー３（さん） ほ... 

 45陳雨暄（セト）：ホルス！ 

 (扭打） 

 19 生嘉誠（トト）:気を取り直しまして 続いてはお待ちかね 

 45陳雨暄（アヌビス）:我らがアイドル、サタちゃんです！ 

 全員：サ・タちゃん 

 全員：へいへいへい 

 49魏語萱（アペプ）:ははははは。我が名はアペプ 

     闇と混沌の支配者、「ラー」よ、今日までは楽しむが良い 

     来年こそ覚悟しておれ、はははあわあわあわあわ(狀聲詞） 

  



25黨珮禎（サ・タ）:へいへい皆んなメロメロになっちゃってね 

全員:へい*6 

 25黨珮禎（メジェド）：へいへい(高速) 

サタちゃんんんんんんん------ 

—-BGM時間---- 

全員：へいへいへい 

61 史修齊（ラー）:話が長すぎると飽きが来てしまいますので、ここら辺で 

そろそろ 

25黨珮禎（サ・タ）:皆んなありがとう 

 19 生嘉誠（トト）：乾杯 

 全員:乾杯 

19 生嘉誠（旁白）:そう言うわけでみなさん、これからも「唐突にエジプト神」の皆んなを

よろしくお願いします。 

 45陳雨暄（アヌビス）/トト/25黨珮禎（メジェド）:何卒(なにとぞ) 

  

 

 


